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2014 1 3 1 1 1．50
2015 2 3 3 2 2．50
2016 無回答 3 3 2 2．67
B
2014 4 5 5 4 4．50
2015 3 5 4 4 4．00
2016 5 5 4 5 4．75
C
2014 2 4 2 2 2．50
2015 2 4 3 3 3．00
2016 1 5 2 2 2．50
D
2014 4 3 3 4 3．50
2015 3 2 3 3 2．75
2016 4 4 4 4 4．00
E
2014 3 2 2 3 2．50
2015 2 3 3 2 2．50
































2014 0．8 1．8 1 0．8 1．38
2015 1．6 1．8 3 1．6 2．50
2016 0 1．8 3 1．6 2．00
B
2014 3．2 3 5 3．2 4．50
2015 2．4 3 4 3．2 3．94
2016 4 3 4 4 4．69
C
2014 1．6 2．4 2 1．6 2．38
2015 1．6 2．4 3 2．4 2．94
2016 0．8 3 2 1．6 2．31
D
2014 3．2 1．8 3 3．2 3．50
2015 2．4 1．2 3 2．4 2．81
2016 3．2 2．4 4 3．2 4．00
E
2014 2．4 1．2 2 2．4 2．50
2015 1．6 1．8 3 1．6 2．50














































氏 名 回答年度 平 均 伸長度合い
A 2014 2．38
A 2015 3．03
A 2016 2．77 1．16
B 2014 4．3
B 2015 3．85
B 2016 3．9 0．91
C 2014 3．55
C 2015 3．75
C 2016 3．64 1．03
D 2014 3．58
D 2015 3．58
D 2016 3．83 1．07
E 2014 2．78
E 2015 2．85
E 2016 2．98 1．07
Ⅴ．ま と め
15の能力要素について2014年度から始めている調査を
もとに，それらの能力が伸長しているかどうかを報告し
た。
図3 初年度よりは伸びている能力
図4 変わらない／落ちた能力
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今回扱った調査標本は，3回の調査に回答した3年目
の学生のもので，5件と標本数が少ない上に，対象とな
る比較グループもない。
しかしながら，「能力の伸長」に関して対象比較グ
ループを置くのは，対象比較グループの行動を詳細に追
うか，著しく制限しなければならず，現実的には難し
い。
それでも，ポルト研究授業で行っている方法論が，現
実的に能力の伸長にどのような影響があるかを知る上
で，全く意味をなさないわけでもないだろうと考えて今
回の報告を行った。
この調査は学生の「主観」に基づくものである。その
結果，15の能力要素のうち，12の能力要素の平均値が上
がっていた。一方「下がった／変わらない」能力の「f創
造力」，「i柔軟性」に関しては，分析結果のところでも
述べたが，舞台芸術の奥深さを知ることによって，生じ
た結果かも知れない。「lストレスコントロール力」が変
わらなかった結果については，今後改善が必要だろう。
個人別能力の伸長においては，その平均値をもって
「自己能力肯定感」として分析した。今回は単純平均で
行っているが，ウェイトづけをした方が良いだろう。
学生たちは，ポルト研究授業を通して演劇を中心とし
た「舞台芸術」の知識・スキルを学んでいる。プロ
フェッショナルの仕事に触れたり，より深く学んだりす
ることによって，いわば，この世界の奥深さに気づいて
いく。当初「自分はやれる」と思った学生が，その奥深
さ知ることによって一時的に自信を喪失することは良く
あることである。今後，自分の能力に関する確実な自信
がどのような形でついていくのかに注目していきたい。
付記
この研究報告は，平成26年度-27年度北翔大学北方圏
学術情報センターの助成を受けて行われている。
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